
データヘルス計画は、これまでの保健事業の振り返りと共にデータに基づくＰＤＣＡサイクルを
単年度または期ごとに回すことで効果的かつ効率的な保健事業の実施を図る取り組みです。

• 科学的なアプローチにより事業の実効性を高めていくことが狙い

• 特定保健診査等実施計画とは相互に連携

• 「第３期データヘルス計画」を２０２４年度から２０２９年度までの６年間で実施

Plan（計画）

•健康課題の分析

•保健事業の企画

Do（実施）

•保健事業の実施

Check（評価）

•保健事業の検証

Act（改善）

•保健事業の修正

1※ＵＡＣＪ健康保険組合のデータヘルス計画は、当健保ＨＰにて2024年度上期中に掲載予定です

【別紙1】



＜課題＞

・特定保健指導の実施率が平均に比べて低い

・肥満、血圧、脂質の数値が平均に比べて悪い
→結果的に特定保健指導の対象率が高い
傾向にある

（補足説明）
・実施率には被保険者・被扶養者を含む
・特定健診の被保険者実施率は93.7％
・特定保健指導の被保険者実施率は20.2％
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＜課題＞

・喫煙、運動の数値が平均に比べて悪い

（参考）1人あたり医療費の推移
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